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主な内容

ホームページアドレス●http://www.city.maebashi.gunma.jp/　［メールマガジンの登録もできます］

前橋プラザ元気21証明サービスコーナーはとても便利。平日だけでなく土日曜・祝
日も午前10時から午後７時まで、各種証明書を交付。問い合わせは☎210-2279へ

  2011 No.1430

2/15



広報まえばし　平成23年２月15日号 2

設
置
し
て
い
ま
す
か

住
宅
用
火
災
警
報
器

　
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
設
置
す
る
と

き
は
、
国
の
基
準
に
適
合
し
た
「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」

の
付
い
た
物
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
防
災
用
品
を

取
り
扱
う
販
売
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

購
入
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
最
近
、
消
火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
よ
る
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
消
防
署
員
や
消
防
団
員
が
消

火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
を
販
売
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

被
害
に
遭
っ
た
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

や
、
最
寄
り
の
消
防
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
は

山
火
事
に
注
意
し
て

■
山
火
事
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　
山
火
事
は
、
例
年
春
先
に
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
下
草
が
枯
れ
て
い
る
上
、
火

災
の
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
や
、
レ
ジ
ャ
ー

�火災を小さいうちに
消すため、住宅用消火
器などを設置する。

住宅火災を防ぎ
  命を守る７つの
                ポイント

�寝たばこは絶対にしない。

�ストーブは燃えやすい物
から離れた位置で使用する。

�ガスこんろなどから離れるとき
は必ず火を消す。

�お年寄りや体の不自由な人を守る
ため、隣近所の協力体制をつくる。

�逃げ遅れを防ぐために、住宅用
火災警報器を設置する。

�寝具や衣類、カーテンなどか
らの火災を防ぐため、防炎製
品を使用する。

大切な命と財産

問い合わせは　消防局予防課　☎220−4507
　　市消防音楽隊コンサートについては　消防局総務課　☎220−4503へ

火災から守るために

　
「『
消
し
た
か
な
』　

あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉
」を

防
火
標
語
に
、３
月
１
日
㈫
か
ら
７
日
㈪
ま
で
春
の

火
災
予
防
運
動
を
実
施
。期
間
中
は
火
災
予
防
一
斉
広

報
、消
防
団
方
面
団
別
訓
練
、独
り
暮
ら
し
高
齢
者
家

庭
の
防
火
訪
問
、駅
舎
の
消
防
検
査
な
ど
で
、火
災
予

防
を
強
く
呼
び
掛
け
ま
す
。こ
の
機
会
に
、皆
さ
ん
も

改
め
て
身
の
周
り
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。



　特別市営住宅「住吉第一団地」の入居者を募集。中心市
街地や前橋プラザ元気21へのアクセスが良く、買い物や
子育てに大変便利です。この機会に、ぜひ、入居をご検討
ください。
■団地の概要
所在地＝住吉町一丁目
構造など＝鉄骨鉄筋コンクリート造高層10階建て
家賃・募集戸数＝〈３DK〉５万600円、先着14戸〈４DK〉
５万9,300円、先着２戸
設備＝エレベーター、浴槽、給湯器、エアコン２台、洗面化
粧台、温水洗浄便座、カラーモニター付インターホン
駐車場＝近隣に民間駐車場があります
■入居資格
　不動産を所有せず基準月収額が15万8,000円以上48
万7,000円以下で２人以上の世帯など。詳しくは問い合
わせてください。
■入居予定日＝４月１日㈮から
申し込み＝２月21日㈪から市役所建築住宅課（☎898-
6833）へ直接

■新婚・子育て世帯に助成金
　今回、住吉第一団地に入居する子育て世帯や新婚世帯
には助成制度があります。詳しくは建築住宅課に問い合わ
せてください。
■家賃助成
対象＝小学校入学前の子を養育している世帯
助成額＝月額１万円
■家具助成
対象＝助成申請日前３カ月以内に結婚した世帯、先着５世
帯
助成額＝上限10万円

　３月１日㈫から７日㈪まで、全国一斉の建築物防災週間で
す。これに合わせて、１日には本市や消防局、警察署、保健所で
組織する前橋建築防災安全対策連絡協議会が、中心市街地や
JR新前橋駅周辺の雑居ビルなどを対象に防災啓発活動を実
施。２日㈬から４日㈮には、多くの人が利用する建築物などの
立ち入り検査を行います。
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な
ど
に
よ
る
入
山
者
の
増
加
が
重
な
る
た
め
。

た
き
火
の
不
始
末
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
な
ど
、

人
為
的
な
要
因
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
一

人
一
人
が
次
の
点
に
注
意
し
て
、
山
火
事
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

�
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
、
火
災
が
起
き
や
す
い

場
所
で
は
た
き
火
を
し
な
い
。

�
火
気
を
使
用
す
る
場
合
は
、
周
囲
の
可
燃
物

の
状
況
に
十
分
注
意
し
、
消
火
用
の
水
な
ど
を

必
ず
用
意
す
る
。

�
強
風
注
意
報
や
乾
燥
注
意
報
な
ど
が
発
表
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
火
気
の
使
用
は
控
え
る
。

�
火
は
完
全
に
消
す
。

�
喫
煙
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
行
う
と
と
も
に
、

吸
い
が
ら
は
必
ず
消
し
、
投
げ
捨
て
な
い
。

�
ご
み
は
指
定
さ
れ
た
場
所
に
捨
て
る
か
持
ち

帰
る
。イ

ベ
ン
ト
で
学
ぶ

火
災
予
防
の
知
識

■
消
防
ふ
れ
あ
い
広
場

日
時
＝
３
月
６
日
㈰
午
前
９
時
～
11
時
30
分

会
場
＝
消
防
局

内
容
＝
ミ
ニ
消
防
自
動
車
乗
車
、
子
ど
も
用
制

服
・
防
火
衣
で
記
念
撮
影
、
消
防
車
両
展
示
な

ど■
火
災
防
御
演
習

　
多
く
の
人
が
出
入
り
す
る
建
物
で
の
火
災
を

想
定
し
た
大
規
模
な
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
27
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時

会
場
＝
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
寿
楽
園
（
荒
牧
町
）

■
園
児
の
消
防
車
写
生
画
展
示

日
時
＝
３
月
１
日
㈫
～
７
日
㈪
、
午
前
10
時
～

午
後
８
時

会
場
＝
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
ア
イ
ム
（
大

胡
町
）

■
市
消
防
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト

　
市
消
防
音
楽
隊
の
迫
力
の
サ
ウ
ン
ド
を
聞
き

ま
せ
ん
か
。
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
蔵
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ゲ

ス
ト
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
３
月
５
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

申
し
込
み
＝
各
消
防
署
・
分
署
、
市
役
所
１
階

ロ
ビ
ー
、
中
央
公
民
館
で
整
理
券
を
配
布

入居者大募集中です
住吉第一団地

雑居ビルなどで防災を呼び掛け

問い合わせは　建築指導課　☎898−6753



　引っ越しなどでごみの増えるこれからの時季、不用な物は早
めに処分しましょう。きちんと分別し、ごみの減量化・再資源化
にも協力を。１度に20kg以上のごみを出す場合は、次の方法で
処理してください。
�清掃工場に自己搬入する
　事前に清掃工場へ連絡してから搬入してください。
可燃ごみ＝亀泉清掃工場☎269-1783、大胡クリーンセン
ター☎283-4924へ
不燃・粗大ごみ＝荻窪清掃工場☎269-0621、富士見クリーン
ステーション☎230-5300へ
�市が許可した収集運搬業者へ依頼する（有料）
　前橋市一般廃棄物処理事業協同組合☎263-2711へ連絡し
てください。
■紙類はリサイクルを
　紙は貴重な資源です。有価物集団回収や紙リサイクル庫へ出
しましょう。
■リサイクル家電・パソコンの処理は
　市ではリサイクル家電（エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗
濯機・衣類乾燥機）やパソコンの回収・処分は行っていません。
リサイクル家電は販売店に引き取ってもらうか、郵便局で所定
のリサイクル料金を払い込み、指定引取場所へ運んでくださ
い。パソコンは原則としてメーカーへ連絡してください。

くらしのセミナー
日時 テーマ 講師

３月３日㈭
午後１時30分～３時

お肉を上手に活用して
健康寿命をのばそう

日本食肉消費総合センター
調査研究部長・古賀南加子さん

３月７日㈪
午後１時30分～３時

温泉と健康～表示の見
方、効能、効果 県薬務課・森尾誠さん

３月11日㈮
午後１時30分～３時

日本茶の楽しみ方と効
能

日本茶インストラクター
岡部好弘さん

　現在、全国各地で高病原性鳥インフルエンザの発生が確認
され、本市でも防疫対策を講じています。家庭で愛玩鳥などを
飼っている人は、今後の対策を行うため農林課か中部家畜保健
衛生所へ連絡をお願いします。鳥インフルエンザを疑うような
鳥類の死亡を確認した場合は、中部家畜保健衛生所へ連絡して
ください。
　また、鳥類は放し飼いにせず、飼育舎を金網で覆うなど、野鳥
との接触を防ぐ対策を。飼育舎へ出入りをするときは専用の長
靴や消毒槽を用意し、舎内を清潔な状態に保ってください。鳥
と接触した後はうがいと手洗いを徹底するようお願いします。

　くらしのセミナーを開催します。最新の情報を学び生活に役
立てましょう。
日時・テーマ・講師＝下表のとおり
会場＝前橋テルサ
対象＝市内在住・在勤の人、先着60人
申し込み＝消費生活センター☎230-1755へ

　JR前橋駅や新前橋駅などにある市営有料自転車等駐車場
の、来年度分定期利用の申し込みを受け付けます。なお、新前橋
駅東口自転車駐車場と群馬総社駅前自転車等駐車場について
は抽選とします。
期間＝４月１日㈮～来年３月31日㈯　　
使用料など＝下表のとおり

用意する物＝学生は学生証か合格通知書
申し込み＝期限内に利用する各自転車等駐車場の管理室へ
問い合わせ＝各自転車等駐車場管理室へ

※表中の自動二輪車は、大型自動二輪車および普通自動二輪車です。   

 各駅駐車場の定期利用

駐車場名 車   種 駐車区分など
１カ月 １年間

申込日時
 一  般  学  生  一  般  学  生

前橋駅東側
☎243-3257

 自転車 １階・２階 1,500円 1,200円 1万6,500円 1万3,200円

３月８日㈫～31日㈭、午前７時
～午後９時

 原付自転車
専用場所 1,800円 1,500円 1万9,800円 1万6,500円

 自動二輪車
前橋駅西側
☎243-3258

 自転車 １階・２階 1,500円 1,200円 1万6,500円 1万3,200円

駒形駅南口
☎267-0229

 自転車 １階・２階 1,500円 1,200円 1万6,500円 1万3,200円
 原付自転車

専用場所 1,800円 1,500円 1万9,800円 1万6,500円
 自動二輪車

新前橋駅東口
☎253-4556

 自転車
地下～２階 1,500円 1,200円 1万6,500円 1万3,200円

〈年定期〉３月８日㈫～19日㈯
〈月定期〉３月８日㈫～24日㈭、午
前７時～午後９時

屋上（露天） 500円 400円 5,500円 4,400円
 原付自転車

専用場所 1,800円 1,500円 1万9,800円 1万6,500円
 自動二輪車

群馬総社駅前
☎254-1077

 自転車
１階・２階 1,500円 1,200円 1万6,500円 1万3,200円

 屋上（露天） 500円 400円 5,500円 4,400円
 原付自転車

専用場所 1,800円 1,500円 1万9,800円 1万6,500円
 自動二輪車
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問い合わせは　リサイクル推進課　☎898−6272

早めのごみ出しで
引っ越しも楽々

鳥インフルエンザが広がっています
鳥類の飼育者は対策を

問い合わせは
　　農林課　☎898−6705
　　中部家畜保健衛生所　☎261−0314

暮らしの最新情報学んで
正しい判断を

自転車駐車場の利用
来年度分を受け付け



■勤労女性センター教養講座
　事前申し込みで３歳から６歳までの託児もできます。
期間＝４月～７月
講座名・曜日など＝下表のとおり
会場＝勤労女性センター（総合教育プラザ内）
対象＝市内在住・在勤の勤労女性

■勤労青少年ホーム教養講座
　費用のほかに利用者会費500円が必要です。
期間＝４月～８月
講座名・曜日など＝下表のとおり
会場＝勤労青少年ホーム（大渡町二丁目）、ゴルフ入門はあかぎ
イーグルトライ（粕川町深津）
対象＝35歳未満で市内在住・在勤の勤労青少年

　市内の各清掃工場と最終処分場で、本年度のダイオキシン類
濃度測定を実施。その結果は下表のとおりで法律に定める排出
基準値以下でした。

　来年の成人祝は、１月８日㈰午前10時30分から、グリーン
ドーム前橋で開催します。

　平成19年から３期に分けて建て替え工事を行ってきた斎場
が、２月中旬に完成しました。住所の変更はありません。
　工事期間中、利用者の皆さんや周辺住民の皆さんには、ご不
便ご迷惑をお掛けしました。皆さんのご理解とご協力により無
事に完了しました。ありがとうございました。
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勤労女性センター教養講座

講座名 曜日・回数 定員
（各抽選） 費用

硬筆 月曜13回 25人 3,500円
ピラティスヨガ

月曜８回
30人 1,000円

フラワーアレンジメント 20人 １万2,000円
中級英会話 火曜13回 30人 2,500円
パッチワーク

火曜８回
15人 8,000円

太極拳 30人 1,000円
やさしい英会話

水曜13回 各30人
2,500円

料理 １万円
ビューティーエクササイズ

木曜８回 各20人
1,000円

足つぼ 2,500円
書道 金曜13回 25人 3,500円

勤労青少年ホーム前期教養講座

講座名 曜日・回数 定員
（各抽選） 費用

料理㈪ 月曜13回 各30人 １万円
アロマビューティーエクササイズ 月曜11回 1,000円
茶道（初級） 月曜12回 15人 5,000円
ゴルフ入門 火曜10回 10人 3,400円
リンパトリートメントエクササイズ

各20人
3,500円

ヨガ＆ピラティス 火曜12回 1,000円
やさしい中国語 火曜13回 各3,000円ためになるパソコン実用編 水曜12回 10人
料理㈬ 水曜13回 30人

各１万円フラワーアレンジメント 水曜８回

各15人いけ花 水曜11回
茶道

木曜12回
5,000円

英会話 3,000円
筆ペン書道 20人 各2,000円ウクレレ 木曜10回 15人
フラ 金曜10回 各30人 3,000円
料理㈮ 金曜13回 １万円
はじめての韓国語 20人 3,000円

 各清掃工場および最終処分場のダイオキシン類測定結果
測定結果 基準値

六供清掃工場

排ガス 0.000081ng-TEQ/m3N  １ng-TEQ/m3N
焼却灰 0.000071ng-TEQ/g  　  ３ng-TEQ/g  　
飛  灰 0.11ng-TEQ/g  　  ３ng-TEQ/g＊　  
排  水 0.0033pg-TEQ/L  　  10pg-TEQ/L  　

亀泉清掃工場　
排ガス   　0.0081ng-TEQ/m3N  １ng-TEQ/m3N
焼却灰   　0.0091ng-TEQ/g  　  ３ng-TEQ/g  　
飛  灰 1.2ng-TEQ/g  　  ３ng-TEQ/g  　

大胡クリーンセンター
排ガス 0.15ng-TEQ/m3N  １ng-TEQ/m3N
焼却灰 0.0047ng-TEQ/g  　  ３ng-TEQ/g  　
飛  灰 0.48ng-TEQ/g  　  ３ng-TEQ/g＊　

荻窪最終処分場
浸出水処理  
施設放流水 0.0013pg-TEQ/L  　 10pg-TEQ/L  　

地下水 0.049pg-TEQ/L  　 １pg-TEQ/L  　

前橋市最終処分場
浸出水処理  
施設放流水 0.046pg-TEQ/L  　 10pg-TEQ/L  　

地下水 0.049pg-TEQ/L  　 １pg-TEQ/L  　

堀越埋立地
浸出水処理  
施設放流水 0.00019pg-TEQ/L  　 10pg-TEQ/L  　

地下水 0.044pg-TEQ/L  　 １pg-TEQ/L  　

富士見最終処分場
浸出水処理  
施設放流水 0.0064pg-TEQ/L  　 10pg-TEQ/L  　

地下水 0.053pg-TEQ/L  　 １pg-TEQ/L  　

見つけよう！新しい自分
新年度の教養講座

申し込み＝2月28日㈪（必着）までに往復ハガキで（1講座1通、英
会話はどちらか1つ）。講座名・住所・氏名・職業・電話番号・託児希
望の場合は子どもの人数と年齢を記入し、〒371-0035岩神町三
丁目1-1・総合教育プラザ内勤労女性センター（☎230-9098）へ
※申込者が10人に満たない講座は中止になります。

申し込み＝3月2日㈬（必着）までに往復ハガキで。講座名・住所・氏
名・職業・電話番号・年齢を記入し、〒371-0854大渡町二丁目
3-15・勤労青少年ホーム（☎252-0500）へ※申込者が10人に満
たない講座は中止になります。

市内清掃工場など
ダイオキシン類などは基準値内です

問い合わせは　清掃施設課　☎223-5315

＊六供清掃工場、大胡クリーンセンターは既設炉で薬品処理を行っているため、飛灰の基準(３ng-
TEQ/g)の適用が猶予されている。
※地下水は、実測値が検出下限値以上の場合はそのまま、検出下限値未満の場合は検出下限値の
1/2を用いて算出した数値。※１ng(ナノグラム)とは、10億分の１g。※１pg(ピコグラム)とは、１
兆分の１g。※TEQ(毒性当量)とは、ダイオキシン類の毒性の強いものに換算した量。※１ｍ3N(立方
メートルノルマル)とは、標準状態(１気圧、摂氏０度)の１ｍ3に換算した単位。

来年もドームで
新成人の集い

問い合わせは　青少年課　☎898-5874

斎場の工事が
終わりました

問い合わせは　市斎場　☎224−2777
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本
市
が
所
蔵
す
る
美
術
品

　
本
市
の
収
蔵
美
術
品
の
総
数
は
現

在
約
８
５
０
点
。
そ
の
多
く
は
油
彩

の
絵
画
で
す
。
郷
土
ゆ
か
り
の
画
家

を
中
心
に
、
二
科
展
や
日
展
会
員
な

ど
、
全
国
的
に
活
躍
し
て
い
る
作
家

の
作
品
を
収
集
し
て
い
て
、
そ
の
よ

う
な
作
家
の
遺
族
か
ら
市
に
寄
贈
さ

れ
た
作
品
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
平
成

６
年
度
か
ら
は
、
専
門
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
収
蔵
に
適
し
て
い
る
作
品

か
ど
う
か
の
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
収
蔵
作
品
は
、
平
成
７

年
か
ら
毎
年
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催

し
て
い
る
収
蔵
美
術
展
で
公
開
し
て

い
ま
す
。
毎
回
30
点
～
50
点
が
展
示

さ
れ
る
こ
の
美
術
展
は
、
延
べ
３
万

人
余
り
の
市
民
が
訪
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
し
か
し
、
収
蔵
作
品
に
対
す
る
市

民
の
理
解
度
は
、
ま
だ
十
分
と
は
い

え
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
多
数
の
作
品
は
、
展
覧
会
以
外

に
は
市
民
の
目
に
触
れ
る
こ
と
が
な

い
の
が
現
状
だ
そ
う
で
す
。
人
々
に

見
て
も
ら
っ
て
こ
そ
、
そ
の
真
価
を

発
揮
す
る
の
が
美
術
品
だ
と
思
い
ま

す
。
本
市
の
文
化
レ
ベ
ル
を
上
げ
る

た
め
に
も
、
も
っ
と
市
民
の
皆
さ
ん

の
目
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

 

テ
ー
マ
は
「
秘
密
の
裏
側
」

　
本
年
度
の
収
蔵
美
術
展
の
テ
ー
マ

は
「
秘
密
の
裏
側
」。
本
市
出
身
の
詩

人
・
萩
原
朔
太
郎
の
短
編
小
説
「
猫

町
」
に
記
さ
れ
た
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
で

す
。
日
常
の
見
慣
れ
た
風
景
も
異
な

る
方
向
か
ら
見
つ
め
直
す
こ
と
で
、

新
し
い
発
見
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
ん
な
視
点
に
立
っ
た
作
品
が
、

収
蔵
作
品
の
中
か
ら
厳
選
し
展
示
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
今
回
は
そ
れ
ら
に

加
え
、
本
市
出
身
の
若
手
作
家
４
人

の
映
像
や
絵
画
、
彫
刻
な
ど
の
意
欲

的
な
取
り
組
み
を
紹
介
。

　
今
回
は
、
今
ま
で
主
会
場
で
あ
っ

た
市
民
文
化
会
館
が
工
事
中
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
会
場
を
中
心
商
店
街

に
移
し
て
前
橋
文
学
館
、
前
橋
プ
ラ

ザ
元
気
21
別
館
、
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

千
代
田
の
３
カ
所
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

中
で
も
美
術
館
予
定
地
で
あ
る
前
橋

プ
ラ
ザ
元
気
21
別
館
は
午
後
10
時
ま

で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
越

し
に
「
前
橋
の
新
し
い
息
吹
」
が
浮

か
び
上
が
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
に
巡
る
、
美
術
鑑
賞
の

小
さ
な
旅
。
道
す
が
ら
出
会
っ
た
風

景
や
人
々
の
営
み
も
、
新
た
な
目
を

通
し
て
生
ま
れ
る
「
も
う
一
つ
の
ア
ー

前橋コレクション
　２月25日㈮から収蔵美術展が開催されます。美術館構想が進められ、芸術に対する機
運が高まる中開催される今回の美術展。今回は市の収蔵する美術品について文化国際課に
話を伺いました。
　担当は市民編集委員　手塚・吉田。 問い合わせは　文化国際課　☎898−5825

赤城山 南城 一夫
1948ころ

春陽展を中心に活躍。詩情あふれる
点描風の作風で、黙々と制作に打ち
込んだ。朝夕に眺めたであろう赤城
山からは、深い思いが伝わる。

90
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美
術
品
を
見
な

が
ら
中
心
商
店
街
を

巡
る
小
さ
な
旅
。

収
蔵
美
術
展
は
、
絵
画
や
彫
刻
な

ど
だ
け
で
な
く
幅
広
い
創
造
行
為

を
「
ア
ー
ト
」
と
と
ら
え
る
美

術
館
計
画
の
理
念
を
体
現
す
る
一

つ
の
契
機
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
出
会
っ
た
人
々
や
風
景
を
携

帯
電
話
で
撮
影
し
て
み
た
り
、
即

興
詩
を
詠
ん
で
み
た
り
と
、
新
し

い
発
見
を
楽
し
む
創
造
を
想
像
し

て
み
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
そ

ん
な
創
造
が
ま
ち
の
活
性
化
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
心
遊
ば
せ
る
こ
と
の
楽

し
さ
を
忘
れ
か
け
て
い
る
自
分
に

気
付
い
た
今
回
の
取
材
で
し
た
。

ト
作
品
」
と
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
と
い
う
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
展
示
さ
れ
る
収
蔵
作
品
に
は
画
家

た
ち
の
郷
土
へ
の
深
い
愛
情
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
描
か
れ
て
い
る
の
は

赤
城
山
、
浅
間
山
、
山
頂
の
雲
、
そ

し
て
駅
舎
な
ど
。
そ
こ
に
は
時
に
清

ら
か
な
空
気
が
張
り
詰
め
、
時
に
温

か
な
光
が
満
ち
満
ち
て
い
ま
す
。
30

年
、
50
年
と
い
う
時
を
経
て
厳
か
に

そ
こ
に
あ
る
も
の
た
ち
。
そ
れ
ら
は
、

か
つ
て
の
風
景
を
知
ら
な
い
世
代
に

何
を
問
い
か
け
る
の
で
し
ょ
う
。

「
つ
な
が
る
美
術
館
」
始
ま
る

　
現
在
、
本
市
で
は
平
成
24
年
度
中

の
開
設
を
目
指
し
て
美
術
館
構
想
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン
セ
プ
ト

は
「
ア
ー
ト
で
つ
な
が
る
市
民
の
創

造
力
」。
日
常
の
中
で
新
し
い
芸
術
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
文
化

活
動
を
支
え
て
い
く
拠
点
に
す
る
こ

と
が
目
標
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
美

術
館
が
で
き
る
こ
と
で
、
収
蔵
美
術

品
の
常
設
展
示
と
適
正
な
保
管
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　
美
術
館
構
想
は
、
市
の
美
術
館
に

関
す
る
検
討
委
員
会
の
提
言
を
も
と

に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

そ
の
基
本
構
想
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
基
本
構
想
の
具
体
化

に
向
け
て
、
本
市
出
身
の
東
京
芸
術

大
美
術
学
部
長
・
池
田
政
治
さ
ん
を

委
員
長
と
し
た
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

昨
年
11
月
に
美
術
館
設
置
の
基
本
計

画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

こ
の
基
本
計
画
に
沿
っ
て
さ
ら
に
美

術
館
の
あ
り
方
、
市
民
と
ど
う
つ
な

が
り
を
持
っ
て
運
営
さ
れ
る
か
な
ど

が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
そ
う
で

す
。
た
く
さ
ん
の
収
蔵
作
品
が
美
術

館
に
常
設
展
示
さ
れ
る
日
が
、
一
日

も
早
く
訪
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

日時＝２月25日㈮～３月27日㈰、午前９時30分～午後５時30分（金曜は午
後７時まで。月曜休館）
会場＝前橋文学館、前橋プラザ元気21別館、ミニギャラリー千代田（千代
田町二丁目）
展示作品＝〈収蔵作品〉南城一夫、田中青坪、清水刀根、福田貂太郎、中村
節也、髙橋常雄など〈若手作家〉今井由佳、牛嶋直子、小泉明郎、須藤和之

平成22年度収蔵美術展

コレクション＋ 風景の裏側
浅間高原（６） 田中 青坪

1981

後編
記集

二科展を中心に活躍したほか、群馬美
術協会の創立に参加。群馬大教授とし
て後進の育成に当たる。揺るぎない画
面構成の中に、穏やかな心情が表れて
いる。

雪景 清水 刀根
1952

日本美術院を中心に活躍。洋画的なタ
ッチと明るい色彩による作風を展開し、
晩年は故郷の浅間山をテーマにした作
品を発表。

独学で制作を続け上京。晩年は前橋に
アパートを借りながら赤城山シリーズに
取り組む。洋風木造建築の旧駅舎を描
くなど、郷土への強い愛情が感じられる。

噴水（前橋駅前）福田貂太郎
1978
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いきいき
まえばし

　

外
務
省
と
日
本
国
際
連
合
協
会
が
主
催

す
る
国
際
理
解
・
国
際
協
力
の
た
め
の
全

国
中
学
生
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
４
，

３
４
０
人
の
応
募
の
中
か
ら
最
高
賞
の
外

務
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

　
「
結
果
を
聞
い
た
と
き
は
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
50
回
目

の
節
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
」

　

テ
ー
マ
は
、
貧
困
を
な
く
す
た
め
に
国

連
に
期
待
す
る
こ
と
。
授
業
や
新
聞
、
テ

レ
ビ
な
ど
で
世
界
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て

触
れ
、
今
ま
で
想
像
も
し
な
か
っ
た
実
態

に
衝
撃
を
受
け
た
の
が
応
募
の
き
っ
か
け
。

約
３
カ
月
か
け
て
世
界
の
貧
困
問
題
や
国

連
の
役
割
に
つ
い
て
徹
底
的
に
調
べ
、
教

育
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
た
。

　
「
わ
た
し
が
も
し
教
育
を
受
け
ら
れ
な

い
環
境
に
育
っ
た
ら
と
思
う
と
、
生
き
て

い
け
る
か
不
安
に
な
り
、
今
ま
で
の
人
生

が
奇
跡
に
思
え
ま
し
た
。
貧
困
か
ら
抜
け

出
す
に
は
教
育
環
境
の
整
備
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
わ
た
し
が
国
連
職
員
だ
っ
た

ら
そ
ん
な
活
動
が
し
た
い
で
す
ね
」

　

現
在
、
群
馬
大
附
属
中
の
３
年
で
、
１

日
の
大
半
は
勉
強
に
励
む
。
生
徒
会
副
会

長
を
務
め
た
ほ
か
に
、
合
唱
部
に
も
所
属

し
、
関
東
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
獲

得
す
る
な
ど
、
多
才
ぶ
り
を
発
揮
し
た
。

　
「
受
験
が
終
わ
っ
た
ら
、
世
界
の
状
況

に
つ
い
て
も
っ
と
調
べ
て
み
た
い
で
す
。

３
月
に
は
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

国
連
本
部
の
視
察
研
修
が
あ
り
、
実
際
の

活
動
が
見
ら
れ
る
の
で
楽
し
み
で
す
」

　

将
来
は
法
律
の
分
野
で
国
際
社
会
に
貢

献
で
き
る
道
に
進
み
た
い
と
話
す
吉
川
さ

ん
。
今
後
も
広
い
視
野
を
持
っ
て
、
世
界

で
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

視
野
を
広
げ
て
考
え
て
い
き
た
い

国際理解・国際協力のための全国中学生の作文コンテストで最高賞

吉川　綾乃さん・15歳
大友町一丁目

　

養
護
学
校
で
は
、
中
学
生
に
な
る
と

作
業
学
習
が
始
ま
り
ま
す
。
障
害
の
あ

る
生
徒
た
ち
の
自
立
的
な
生
活
や
社
会

参
加
に
直
結
す
る
、
と
て
も
重
要
な
学

習
で
す
。
生
徒
た
ち
は
、
エ
コ
班
、
ホ

チ
キ
ス
班
、
木
工
班
、
陶
芸
班
、
手
芸

班
に
分
か
れ
、作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

作
業
学
習
の
狙
い
は
２
つ
あ
り
、
１
つ

目
は
、
働
く
こ
と
に
関
心
を
持
ち
、
働

く
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
を
通
し
て
、
作

業
へ
の
意
欲
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。
２
つ
目
は
、
働
く
の
に
必
要
な
基

礎
知
識
や
技
能
、
実
践
的
な
態
度
を
身

に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

生
徒
に
と
っ
て
、「
働
く
っ
て
楽
し

い
、
お
も

し
ろ
い
、

も
っ
と
や

っ
て
み
た

い
」
と
思

え
る
こ
と

が
一
番
大

切
で
す
。

こ
の
気
持

ち
を
高
め
な
が
ら
、
働
く
力
を
身
に
付

け
て
い
き
ま
す
。
本
校
で
は
働
く
こ
と

に
よ
る
楽
し
み
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、

毎
学
期
の
校
内
作
業
実
習
週
間
が
終
わ

る
と
、
ご
苦
労
様
会
と
し
て
茶
話
会
や

昼
食
会
を
開
催
。
生
徒
は
こ
の
日
を
心

待
ち
に
し
な
が
ら
日
々
の
作
業
を
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
は
毎
年
２
月
に
行
わ
れ

る
市
内
特
別
支
援
学
級
・
養
護
学
校
児

童
生
徒
作
品
展
で
の
製
品
販
売
に
向
け

て
、
１
年
間
こ
つ
こ
つ
と
製
品
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
と
し
は
２
月

３
日
か
ら
６
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
来
年
の
作
品
展
に
向
け
て
、

一
人
一
人
が
持
つ
力
を
発
揮
し
、
心
の

込
も
っ
た
製
品
を
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

自
立
へ
の
第
一
歩

中
学
部

養
護
学
校

上手に道具を使っています

たくさんの皿を製作
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芸術を愛した朔太郎の世界

　

前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
で
１
月
29
日
、「
萩
原
朔
太
郎
と
能
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
萩
原
朔
太
郎
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ

れ
た
後
、
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
と
能
を
披
露
。
訪
れ
た
人
た
ち

は
西
洋
と
東
洋
の
芸
術
に
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

お
い
し
い
イ
チ
ゴ
を
試
食

　宮城幼稚園がリニューアル。1月21日に開
園式が行われました。30年以上使われた園舎
は一新され、遊具も安全面に配慮した新しい
物に。冬の寒さを吹き飛ばすくらい元気いっ
ぱいに遊ぶ園児たちの声が、園全体に響きわ
たります。

　１月27日、まえばし幼稚園で本市産イチ
ゴの試食会を開催。これは幼稚園給食に本
市産イチゴを安定的に供給できるようにな
ったために行ったもの。園児は生産者や栄
養士の話を聞いた後、新鮮なイチゴをおい
しそうにほお張りました。

　２月５日から13日まで、グリーンドーム前橋
で市民展覧会が開催されました。美術・写真・
書道の３部門で、市民の力作1,315点を展
示。来場者は、ずらりと並んだレベルの高い作
品に見入っていました。

新園舎に響く元気な声

市民自慢の力作がそろう



INFORMATION
□
ジ
ュ
ニ
ア
硬
式
テ
ニ
ス

日
時
＝
４
月
14
日
〜
７
月
14
日
の
木

曜
13
回
、
午
後
５
時
30
分
〜
７
時

会
場
＝
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
関
根
町
）

対
象
＝
小
・
中
学
生
、
先
着
60
人

費
用
＝
８
，
６
０
０
円

申
３
月
26
日
㈯
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
・
氏
名
・
学
校

名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
３
７
１
―
０
０
４
４
荒
牧
町
７
９

４
―
２
市
テ
ニ
ス
協
会
・
永
井
さ
ん

（
☎
２
３
３
―
９
１
１
９
）
へ

　

産
業
人
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
東

片
貝
町
）
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
利
用
申
請

を
次
の
と
お
り
開
始
。
い
ず
れ
も
午

前
７
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

期
日
＝
〈
４
・
５
月
分
〉
３
月
４
日

㈮
か
ら
〈
６
・
７
月
分
〉
５
月
２
日

㈪
か
ら
〈
８
・
９
月
分
〉
７
月
１
日

㈮
か
ら
〈
10
・
11
月
分
〉
９
月
１
日

㈭
か
ら
〈
来
年
３
月
分
〉
11
月
１
日

㈫
か
ら

申
同
セ
ン
タ
ー
☎
２
６
１
―
２
５
６

２
へ

□
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
３
月
５
日
㈯
午
後
０
時
30
分

〜
１
時

内
容
＝
唱
〜
お
し
ゃ
れ
な
ク
ラ
シ
ッ

ク□
カ
ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
講
座

講
座
名
・
期
日
＝
右
表
の
と
お
り

□
名
作
映
画
劇
場

日
時
＝
３
月
９
日
㈬
午
後
２
時

内
容
＝
「
米
百
俵
」（
中
村
嘉
葎
雄

主
演
）

□
文
化
講
演
会

　

本
市
文
化
財
調
査
委
員
・
阿
久
津

宗
二
さ
ん
を
講
師
に
「
前
橋
藩
日
記

に
み
る
庶
民
の
く
ら
し
」と
題
し
て
、

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
３
月
12
日
㈯
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

対
象
＝
一
般
、
先
着
50
人

□
読
み
聞
か
せ
入
門
講
座

日
時
＝
①
３
月
８
日
㈫
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
②
３
月
10
日
㈭
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
③
同
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
④
３
月
12
日
㈯
午
後

１
時
〜
２
時
⑤
３
月
16
日
㈬
午
前
11

時
〜
正
午

会
場
＝
①
は
日
吉
児
童
館
②
は
朝
倉

児
童
館
③
は
下
小
出
児
童
館
④
は
大

友
児
童
館
⑤
は
粕
川
児
童
館

対
象
＝
一
般
、
先
着
各
20
人

申
以
上
の
２
つ
は
当
日
会
場
へ
直
接

　

前
橋
地
域
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
。
市
文
化
協
会
会
員
に
よ
る

展
示
や
舞
台
発
表
を
行
い
ま
す
。

□
展
示
部
門

日
時
＝
２
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
、
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
27
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

会
場
＝
大
胡
体
育
館

内
容
＝
美
術
、
書
道
、
華
道
、
写
真
、

短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
工
芸

□
舞
台
部
門

日
時
＝
２
月
27
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分

会
場
＝
市
民
文
化
会
館
大
胡
分
館

内
容
＝
和
太
鼓
、
舞
踊
、
合
奏
、
詩

吟
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
八
木
節
な
ど

問
文
化
国
際
課
☎
８
９
８
―
５
８
２

５
へ

ス
ポ
ー
ツ

前橋テルサカルチャーサロン
講座名 期日

ビジネスでの話し方入門～報・連・
相の仕方 ３月５日㈯
ワード2007で新聞や会報を作ろう
インターネットで地図検索 ３月12日㈯
プリザーブドフラワーでつくる春の
ミニギフト

３月17日㈭

時間、対象、費用など、詳しくは前橋テルサに問い合わせるか同館
ホームページ（http://www.maebashi-terrsa.or.jp）をご覧ください。

スポーツ大会情報スポーツ大会情報

●レディース・ソフトバレーボール（３月６日㈰、宮城体育館）

●もみじ杯バレーボール（３月20日㈰、宮城体育館）

詳しくは市民体育館（☎265-0900）に問い合わせ
るか、本市ホームページをご覧ください。

教
室

文　

化

前
橋
テ
ル
サ

☎
２
３
１
│
３
２
１
１

総
合
教
育
プ
ラ
ザ

☎
２
３
０
│
９
０
９
４

産
ス
ポ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

利
用
受
付
を
開
始

本
市
の
文
化
活
動
が

一
堂
に
集
ま
る

市
立
図
書
館

☎
２
２
４
│
４
３
１
１

　２月25日㈮から始まる収蔵美術展「コレク
ション＋風景の裏側」出品作家などによるワ
ークショップを実施します。
日時＝〈①空に雲を描こう〉３月６日㈰午後
１時30分～４時〈②美術館のウラ側〉３月13
日㈰午後１時30分～４時〈③思い出のリサイ
クル〉３月19日㈯午後３時～５時
会場＝①は前橋プラザ元気21②③はミニギ
ャラリー千代田（千代田町二丁目）
対象＝①は小学生以上②③は一般、先着各20
人
講師＝①は日本画家・須藤和之さん②は金沢
湯涌創作の森所長・黒沢伸さん③は映像作
家・小泉明郎さん
申文化国際課☎898-5825へ

みんなで楽しめるみんなで楽しめる
アートを体験しようアートを体験しよう

■人口/34万4,662人　■男：16万8,489人　■女：17万6,173人　■世帯/13万9,892世帯　■平成23年１月末日現在

前橋けいりん

開 催 日
チャメット君

2/23～25（場外）

2/26～28

3/1～6（場外）

広報まえばし　平成23年２月15日号 10



申＝申し込み　問＝問い合わせ

　

子
育
て
中
の
人
の
再
就
職
準
備
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
。
１
歳
以
上
の
託
児

も
で
き
ま
す
。

日
時
＝
３
月
２
日
㈬
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

対
象
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
え
ば
し
マ

ザ
ー
ズ
サ
ロ
ン
に
登
録
し
て
い
る
女

性
、
先
着
30
人

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
え
ば
し
マ
ザ
ー

ズ
サ
ロ
ン
☎
２
９
０
│
２
１
１
１
へ

　

産
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。

「
産
学
連
携
を
成
功
さ
せ
る
に
は
」

と
題
し
て
、
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。
技
術
研
究
相

談
会
も
行
い
ま
す
。

日
時
＝
３
月
１
日
㈫
午
後
２
時

会
場
＝
前
橋
工
科
大

対
象
＝
企
業
関
係
者
な
ど

申
２
月
28
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
ハ

ガ
キ
で
。
住
所
･
所
属
･
役
職
･
氏

名
･
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７

１
―
０
８
１
６
上
佐
鳥
町
４
６
０
―

１
・
前
橋
工
科
大
「
産
学
連
携
フ
ォ

ー
ラ
ム
係
」（
☎
２
６
５
―
０
１
１

１
）
へ

　
「
歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
５
日
㈯
午
後
１
時
30
分

会
場
＝
国
際
交
流
広
場
（
千
代
田
町

二
丁
目
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
０
０
人

申
３
月
１
日
㈫
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
。

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
３
７
１
―
０
８
１
６
上
佐
鳥
町
４

６
０
―
１
・
前
橋
工
科
大
「
ま
る
ご

と
博
物
館
係
」（
☎
２
６
５
―
０
１

１
１
）
へ

　

前
二
子
古
墳
石
室
復
元
市
民
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
に
よ
り
制
作
し
た
筒
形
器
台
や
須

恵
器
の
復
元
品
を
展
示
。
こ
れ
に
合

わ
せ
、
日
本
大
准
教
授
・
山
本
孝
文

さ
ん
が
「
日
韓
の
古
墳
と
装
飾
土
器

〜
新
羅
・
加
耶
土
器
の
造
形
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
27
日
㈰
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
一
般
、
先
着
３
０
０
人

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
文
化
財
保
護
課
☎
２
３
１
―
９
８

７
５
へ

　

文
化
財
の
魅
力
に
触
れ
る
散
策
紀

行
を
開
催
。
前
橋
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

や
大
徳
寺
、
大
福
寺
な
ど
を
巡
り
、

身
近
な
歴
史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
３
月
11
日
㈮
午
後
１
時
20
分
、

文
化
財
保
護
課
（
三
俣
町
二
丁
目
）

集
合

対
象
＝
一
般
、
23
人
（
抽
選
）

申
２
月
24
日
㈭
ま
で
に
同
課
☎
２
３

１
―
９
８
７
５
へ

　

粕
川
歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
展
示

替
え
の
た
め
４
月
28
日
㈭
ま
で
休
館

し
ま
す
。

問
文
化
財
保
護
課
☎
２
３
１
―
９
８

７
５
へ

　

ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
の
群
生
地
や
珊
瑚
寺
、

特
別
公
開
の
マ
チ
ダ
平
和
資
料
館
な

ど
を
巡
る
モ
ニ
タ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
15
日
㈫
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
40
分
、
Ｊ
Ｒ
前
橋
駅
集

合対
象
＝
一
般
、
40
人
（
抽
選
）

費
用
＝
昼
食
代

申
２
月
25
日
㈮
ま
で
に
参
加
者
全
員

（
１
回
の
応
募
は
５
人
ま
で
）
の
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
性
別
・

代
表
者
の
電
話
番
号
を
記
入
し
、
観

光
課
（
☎
２
１
０
―
２
１
８
９
）
へ

フ
ァ
ク
ス
（
２
３
７
―
０
７
７
０
）

か
E
メ
ー
ル
（kanko@city.maebashi.

gunm
a.jp

）
で

　

利
根
川
流
域
関
連
公
共
下
水
道
と

前
橋
単
独
公
共
下
水
道
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
、
期
間
延
長
や
施
設
を
追

加
す
る
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す
。
こ

の
変
更
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
縦
覧

期
間
中
、
市
長
あ
て
に
意
見
書
を
提

出
で
き
ま
す
。

期
間
＝
２
月
18
日
㈮
〜
３
月
３
日
㈭

の
執
務
時
間
内

会
場
＝
水
道
局
下
水
道
建
設
課

問
同
課
☎
８
９
８
―
３
０
６
５
へ

　受賞者の皆さんには、日ごろから本市の
産業発展や優れた技能の創出に貢献してい
ただき大変ありがとうございます。今回の
受賞は自らの仕事に対して常に誠実に取り
組み、地道な努力を重ねてきた成果です。
これを励みに、さらに研さんを重ね、豊か
な経験や知識を将来にわたって引き継いで
いってもらいたいと思います。また、皆さ
んの技術は本市産業の発展の礎となります
ので、引き続きご協力をお願いします。

産業振興への
貢献に感謝

（１月27日・技能功労者・優良従業員表彰）

こんにちは
市長です

子
育
て
中
の
女
性
の

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援

産
学
連
携
で
生
み
出
す

新
し
い
可
能
性

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

復
元
品
か
ら
学
ぶ

日
韓
の
古
代
文
化

文
化
財
を
巡
る
小
旅
行

歴
史
を
肌
で
感
じ
て

展
示
替
え
の
た
め

臨
時
休
館
し
ま
す

前
橋
を
再
発
見

モ
ニ
タ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー

下
水
道
の
事
業
計
画

変
更
案
を
縦
覧

商
工
業

観　

光

文
化
財

水　

道 　４月から前橋けいりんの警備員として働く人を募
集します。面接などの試験を行います。
業務内容＝場内外の警備、機材運搬、草刈りなど
対象＝昭和26年４月２日～36年４月１日生まれの健
康で体力に自信のある人、若干人（選考）
申３月４日㈮（必着）までに履歴書を〒371-0035岩
神町一丁目2-1・競輪事務所（☎231-4508）へ郵送

警備員を募集します警備員を募集します 前橋けいりん

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111111



　

都
市
計
画
道
路
の
前
橋
駅
通
線
（
Ｊ

Ｒ
前
橋
駅
北
口
広
場
）
の
変
更
が

１
月
28
日
付
で
決
定
し
た
の
で
、
関

係
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
場
所
＝
市
役
所
都
市
計
画
課
、

県
庁
都
市
計
画
課
、
前
橋
土
木
事
務

所問
市
都
市
計
画
課
☎
８
９
８
―
６
９

４
８
へ

　

２
月
１
日
か
ら
高
齢
運
転
者
標
識

の
デ
ザ
イ
ン
が
変
わ
り
ま
し
た
。
高

齢
運
転
者
標
識
を
見
た
ら
思
い
や
り

の
あ
る
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

幅
寄
せ
や
割
込
み
を
す
る
と
、
処
罰

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
従
来

の
標
識
も
当
分
の
間
使
用
で
き
ま
す
。

問
安
全
安
心
課
☎
８
９
８
―
６
２
６

３
へ

　

Ｊ
Ｒ
新
前
橋
駅
東
口
の
交
差
点
か

ら
東
へ
約
２
６
０
㍍
区
間
の
市
道
で
、

県
内
初
の
自
転
車
レ
ー
ン
の
社
会
実

験
を
実
施
し
ま
す
。
車
道
の
左
端
を

自
転
車
専
用
の
通
行
帯
と
し
て
青
色

に
塗
装
。
歩
行
者
と
自
転
車
の
通
行

空
間
を
分
離
し
て
安
全
性
と
快
適
性

の
向
上
を
図
り
、
効
果
を
検
証
し
て

今
後
の
整
備
手
法
を
探
り
ま
す
。

期
間
＝
３
月
２
日
㈬
〜
17
日
㈭

問
道
路
建
設
課
☎
８
９
８
│
６
８
０

２
へ

　

春
先
か
ら
始
め
ら
れ
る
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
13
日
㈰
午
前
10
時
〜
正

午
、
敷
島
公
園
ば
ら
園
正
門
前
集
合

会
場
＝
敷
島
町
公
園

対
象
＝
一
般
、
20
人
（
抽
選
）

費
用
＝
５
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
園
芸
用
ス
コ
ッ
プ
、

園
芸
用
ハ
サ
ミ
、
エ
プ
ロ
ン

申
２
月
28
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
、
市
役
所
公
園
緑
地

課
内
ま
ち
を
緑
に
す
る
会
事
務
局

（
☎
８
９
８
―
６
８
４
２
）
へ

　

敷
島
公
園
ボ
ー
ト
場
を
再
開
し
ま

す
。

期
間
＝
３
月
12
日
㈯
〜
11
月
15
日
㈫

問
公
園
管
理
事
務
所
☎
２
１
０
―
２

０
１
０
へ

　

植
物
・
園
芸
関
係
の
展
示
に
使
え

る
敷
島
公
園
ば
ら
園
緑
化
相
談
所
の
、

４
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
利
用
を

受
け
付
け
ま
す
。
利
用
日
が
重
な
っ

た
場
合
は
次
の
条
件
を
満
た
す
も
の

を
優
先
。
①
市
や
県
が
主
催
も
し
く

は
後
援
す
る
②
市
内
の
団
体
。な
お
、

空
き
が
あ
る
場
合
は
、
順
次
受
け
付

け
ま
す
。
販
売
を
行
う
場
合
は
展
示

会
の
内
容
に
関
す
る
物
の
み
。
販
売

を
行
う
場
合
や
入
場
料
な
ど
の
料
金

を
徴
収
す
る
場
合
は
料
金
に
加
算
が

あ
り
ま
す
。

□
相
談
所
の
概
要

広
さ
＝
７
・
２
㍍
×
14
・
４
㍍
、
約

１
０
３
平
方
㍍
（
半
面
の
使
用
可
）

料
金
＝
〈
午
前
９
時
〜
正
午
〉
１
，
０

５
０
円
〈
正
午
〜
５
時
〉
１
，
４
７
０

円
〈
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
〉
２
，
５

２
０
円
（
半
面
使
用
の
場
合
は
半
額
）

申
３
月
１
日
㈫
か
ら
公
園
管
理
事
務

所
☎
２
１
０
―
２
０
１
０
へ

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
に
、

介
護
（
予
防
）
給
付
費
の
お
知
ら
せ

を
２
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
居
宅

サ
ー
ビ
ス
や
施
設
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

昨
年
９
月
か
ら
12
月
ま
で
の
利
用
分

が
対
象
。
介
護
保
険
対
象
の
利
用
者

負
担
額
と
介
護
保
険
か
ら
支
払
わ
れ

た
保
険
給
付
額
の
合
計
を
記
載
し
て

い
ま
す
。

問
介
護
高
齢
課
☎
８
９
８
―
６
１
５

７
へ

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

70
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
部
負
担
金

の
割
合
が
１
割
の
人
は
、
４
月
か
ら

一
部
負
担
金
が
２
割
と
な
る
予
定
で

し
た
が
、
来
年
３
月
ま
で
１
割
の
ま

ま
据
え
置
き
に
な
り
ま
す
。
す
で
に

２
割
負
担
の
高
齢
受
給
者
証
が
配
布

さ
れ
た
人
へ
は
、
負
担
割
合
を
改
め

た
受
給
者
証
を
３
月
下
旬
に
郵
送
し

ま
す
。
社
会
保
険
な
ど
の
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
各
保
険
者

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
国
民
健
康
保
険
課
☎
８
９
８
―
６

２
４
９
へ

都
市
計
画

色
と
り
ど
り
の
花
で

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
体
験

自
転
車
レ
ー
ン

車
道
に
設
置
し
ま
す

ボ
ー
ト
に
乗
っ
て

の
ど
か
な
時
間
を

ば
ら
園
緑
化
相
談
所

利
用
受
け
付
け
を
開
始

前
橋
駅
通
線
の

計
画
変
更
が
決
定

高
齢
運
転
者
の

マ
ー
ク
が
変
更
に

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
を
お
知
ら
せ

国
保
負
担
割
合
を

１
割
に
据
え
置
き

公
園
緑
化

群馬テレビ群馬テレビ

テー
マ

まえばし元気インフォメーション

２月26日㈯午前8時から15分間
（再放送）3月3日㈭午後9時から

　　　　赤城山雪まつり
上毛野国のまほろば～総社古墳群・山王廃寺
かみつけ の くに

国　

保

福　

祉 　本市の発行物に載せる広告を募集し
ます。詳しくは本市ホームページをご
覧ください。
□職員の給与明細書裏面
掲載スペースなど＝給与支給明細書
（A4版）裏面の縦210㎜×横148㎜、４
月～９月の７回分
掲載料＝入札
対象＝企業や団体など
□浄水場開放の記念品（花の種）の袋
掲載スペースなど＝袋の表紙下段に縦
約43㎜×横約73㎜を１色で１枠、５月
３日㈫～５日㈭の敷島浄水場一般開放
で来場者へ配布
掲載料＝２万円
対象＝企業や団体など（選考）
申２月28日㈪までに所定の申込用紙に
記入し、給与明細書は市役所職員課
（☎898-6505）へ直接。敷島浄水場記
念品は〒371-0035岩神町三丁目13-15・
水道局総務課（☎898-3012）へ郵送か
直接

交　

通

本市の発行物に広告を募集本市の発行物に広告を募集

新・高齢運転者マーク

広報まえばし　平成23年２月15日号 12



申＝申し込み　問＝問い合わせ

資
料
の
閲
覧
＝
市
保
健
所
内
衛
生
検

査
課
、
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
役

所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
前
橋
プ
ラ

ザ
元
気
21
内
に
ぎ
わ
い
商
業
課
、
各

支
所
・
地
区
公
民
館
で
。
本
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す

意
見
の
提
出
＝
所
定
の
用
紙
に
住
所
・

氏
名
・
意
見
を
記
入
し
、
各
閲
覧
場

所
へ
直
接
。
ま
た
は
、
〒
３
７
１
―

０
０
１
４
朝
日
町
三
丁
目
36
―
17
・

衛
生
検
査
課
（
☎
２
２
０
―
５
７
７

８
）
へ
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
（
２
２
３

―
８
８
３
５
）、
Ｅ
メ
ー
ル
（eisei-

kensa@city.m
aebashi.gunm

a.jp

）

で
　

生
活
習
慣
改
善
に
取
り
組
む
人
を

サ
ポ
ー
ト
。
腹
囲
･
血
圧
測
定
・
健

康
相
談
や
運
動
体
験
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
①
３
月
15
日
㈫
②
３
月
17
日

㈭
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
③
３
月

18
日
㈮
午
後
６
時
〜
８
時

会
場
＝
①
は
大
胡
保
健
セ
ン
タ
ー
②

は
富
士
見
保
健
セ
ン
タ
ー
③
は
前
橋

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
一
般
、
①
②
は
先
着
各
15
人

③
は
先
着
20
人

申
各
開
催
日
の
１
カ
月
前
か
ら
１
週

間
前
ま
で
に
①
は
大
胡
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
２
８
３
―
７
３
１
１
②
は
富
士

見
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
２
８
８
―
７
１

８
８
③
は
健
康
増
進
課
☎
２
２
０
―

５
７
８
４
へ

　

お
お
さ
る
山
乃
家
（
粕
川
町
中
之

沢
）
周
辺
で
家
族
や
友
だ
ち
と
自
然

を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

□
た
こ
作
り
、雪
遊
び
、イ
ノ
シ
シ
・

シ
カ
の
野
外
料
理

日
時
＝
３
月
６
日
㈰
・
20
日
㈰
、
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

対
象
＝
中
学
生
以
下
と
そ
の
保
護
者
、

先
着
各
40
人

費
用
＝
１
人
１
，
０
０
０
円

□
山
小
屋
宿
泊
体
験

日
時
＝
３
月
５
日
㈯
〜
６
日
㈰
、
３

月
19
日
㈯
〜
20
日
㈰
（
１
泊
２
日
）

対
象
＝
小
１
〜
中
３
、
先
着
各
20
人

費
用
＝
各
３
，
０
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
米
４
合

申
以
上
の
２
つ
は
住
所
・
氏
名
・
学

年
・
電
話
番
号
・
性
別
を
記
入
し
、

同
家
（
☎
２
８
５
―
６
１
５
１
）
へ

フ
ァ
ク
ス
（
２
８
９
―
０
１
７
３
）

で□
子
ど
も
映
画
会

日
時
＝
２
月
26
日
㈯
午
後
１
時
30
分

内
容
＝
「
お
に
た
の
ぼ
う
し
」、「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
と
ば
い
き
ん
ま
ん
」

□
理
科
研
究
優
秀
作
品
展

期
間
＝
①
３
月
３
日
㈭
〜
13
日
㈰
②

３
月
17
日
㈭
〜
27
日
㈰

対
象
校
＝
①
は
東
小
・
東
中
・
箱
田

中
②
は
桃
瀬
小
・
二
之
宮
小
・
桃
木

小
・
粕
川
小
・
一
中
・
宮
城
中

□
紙
芝
居

日
時
＝
３
月
６
日
㈰
午
後
２
時

◆
国
民
健
康
保
険
税
第
８
期
＝
２
月

28
日
㈪
ま
で

□
水
と
緑
の
ま
ち
を
つ
く
る
審
議
会

日
時
＝
２
月
24
日
㈭
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場
＝
市
議
会
庁
舎
第
２
委
員
会
室

対
象
＝
一
般
、
先
着
５
人

申
当
日
午
後
１
時
〜
１
時
20
分
に
会

場
へ
直
接

問
公
園
緑
地
課
☎
８
９
８
―
６
８
４

２
へ

□
行
財
政
改
革
推
進
懇
談
会

日
時
＝
２
月
28
日
㈪
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

会
場
＝
市
役
所
11
階
南
会
議
室

対
象
＝
一
般
、
先
着
５
人

申
当
日
午
後
１
時
10
分
〜
25
分
に
会

場
へ
直
接

問
行
政
管
理
課
☎
８
９
８
―
６
５
３

７
へ

□
放
置
自
動
車
判
定
委
員
会

日
時
＝
２
月
28
日
㈪
午
後
１
時
30
分

〜
４
時

会
場
＝
市
役
所
30
会
議
室

対
象
＝
一
般
、
先
着
５
人

申
当
日
午
後
１
時
〜
１
時
25
分
に
会

場
へ
直
接

問
安
全
安
心
課
☎
８
９
８
―
６
２
６

３
へ

□
市
内
河
川
の
断
水
と
清
掃

　

定
期
断
水
に
合
わ
せ
て
次
の
河
川

で
清
掃
な
ど
を
行
い
ま
す
。

断
水
期
間
＝
２
月
22
日
㈫
午
前
９
時

〜
３
月
８
日
㈫
午
前
９
時

対
象
＝
広
瀬
川
、
佐
久
間
川
、
吉
野

川
、
馬
場
川
、
風
呂
川
、
名
胡
用
水

な
ど

問
道
路
管
理
課
☎
８
９
８
│
６
８
２

２
へ

□
お
も
ち
ゃ
の
病
院

日
時
＝
①
２
月
26
日
㈯
②
２
月
27
日

㈰
③
３
月
６
日
㈰
、
午
前
10
時
〜
正

午会
場
＝
①
は
粕
川
児
童
館
②
は
第
二

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
保

健
セ
ン
タ
ー
内
）
③
大
胡
い
こ
い
の

家
（
堀
越
町
）

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
２
３

２
―
３
８
４
８
へ

　

食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
の
素
案

に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
募
集
）
を
実
施
。
い
た
だ
い

た
意
見
は
、
本
市
の
考
え
方
を
整
理

し
て
、各
閲
覧
場
所
で
公
表
し
ま
す
。

期
間
＝
３
月
１
日
㈫
ま
で

児　

童

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
４
│
２
５
４
８

早
春
の
赤
城
山
で

自
然
を
満
喫
し
よ
う

食
の
安
全
に
つ
い
て

意
見
を
募
集
し
ま
す

健
康
サ
ポ
ー
ト
デ
ー
で

生
活
習
慣
の
改
善
を

青
少
年

税

健　

康

ミ
ニ
情
報

休
日
当
番
動
物
病
院
案
内

　
　
　

☎
２
３
２
│
６
１
８
８

　第１回定例市議会を次の日程で開催
します。なお、本会議をインターネッ
トで生中継します。本市ホームページ
のトップ画面「議会中継」からご覧く
ださい。
□本会議
日時＝３月２日㈬午後１時、３月８日㈫
午前10時、３月10日㈭午前10時、３月14
日㈪午前10時、３月28日㈪午後１時
□代表質問
期日＝３月８日㈫
□総括質問
期日＝３月10日㈭、14日㈪
□常任委員会（議案審査）
日時＝〈総務〉３月16日㈬〈教育福祉〉
３月17日㈭〈市民経済〉３月18日㈮〈建
設水道〉３月22日㈫、いずれも午前10時
問議会事務局☎898-5923へ

第１回 定例市議会第１回 定例市議会
　　　　　傍聴しませんか　　　　　傍聴しませんか

２
月
の
納
税

市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎224-111113



内　　　　科 外　　科 婦人科 耳鼻科 眼　科

２　
　

月

20
日
㈰

しのはら小児科

（児）
上大島町
☎287-1515

老年病研究所
附 属 病 院
（内）
大友町三丁目
☎253-3311

前橋東クリニック

（内児）
下大屋町
☎268-2260

富沢医院

（内）
江田町
☎251-5414

ももかわ整形外科
ク リ ニ ッ ク
（整）
荒牧町
☎233-8515

内田外科医院

（外）
西片貝町二丁目
☎224-5061

神岡産婦人科医院

（産婦）
石倉町五丁目
☎253-4152

赤 沢 耳 鼻
咽喉科医院
（耳鼻）
城東町五丁目
☎232-7691

結城眼科医院

（眼）
西片貝町三丁目
☎226-7575

27
日
㈰

嵯峨小児科医院

（児）
青柳町
☎232-1188

敷島医院

（内）
川原町
☎235-9339

森田医院

（内児）
山王町一丁目
☎266-4089

福山内科

（内）
東片貝町
☎243-1380

中沢クリニック

（外泌）
若宮町四丁目
☎230-1220

ねぎし整形外科

（整）
東善町
☎280-8686

産科婦人科
松 原 医 院
（産婦）
高崎市新保町
☎027-353-4103

耳鼻咽喉科
田 中 医 院
（耳鼻）
高崎市鍛治町
☎027-322-2604

沼賀眼科医院

（眼）
高崎市相生町
☎027-327-1270

３　
　

月

６
日
㈰

竹澤小児科
クリニック
（児）

上小出町二丁目
☎260-7750

うめだ内科
クリニック
（内児）
鶴光路町
☎212-0678

瀬田医院

（内）
龍蔵寺町
☎232-5658

前橋広瀬川
クリニック
（内）

千代田町二丁目
☎231-4101

外科胃腸科
いしざか医院
（外整）
日吉町二丁目
☎233-4808

三村整形外科医院

（整）
上細井町
☎234-4477

中野産婦人科医院

（産婦）
国領町二丁目
☎233-5588

い い づ か
耳鼻咽喉科
（耳鼻）
樋越町
☎280-2111

青木眼科医院

（眼）
住吉町二丁目
☎231-3707

診療時間は午前９時～午後６時。市医師会の休日当番医がホームページで検索できます。
アドレスはhttp://maebashi.gunma.med.or.jp/、携帯電話の場合はhttp://maebashi.gunma.med.or.jp/i/です。

★夜間急病診療所　朝日町四丁目9-5　　☎243-5111　　★救急病院等案内　☎221-0099
　　　　　　　　　午後8時～午前0時　内科と小児科

歯　　科

日曜・祝日は歯科医師会休日診療所
岩神町二丁目19-9　☎237-3685　午前10時～正午、午後1時～3時

２月20日㈰＝真塩接骨院（西片貝町三丁目）☎223-1310、荒牧接骨院（荒牧町）☎234-9559
２月27日㈰＝大利根接骨院（下新田町）☎252-6701、羽鳥接骨院（下細井町）☎234-2312
３月６日㈰＝新田接骨院（下新田町）☎252-0515、干場接骨院（富田町）☎268-0464

薬局 日曜・祝日は市薬剤師会会営薬局　紅雲町一丁目2-15　☎223-8400　午前9時～午後6時
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前橋市健康増進計画

健康まえばし21 健康まえばし21 

ホウレン草と焼きキノコのユズあえ

作り方　
①ホウレン草は水で洗い、熱湯でゆでて水にさらす。水気を取り５㎝の長さに切る。

②Ａの調味料を合わせておく。

③生シイタケは軸を取り、熱した焼き網などで両面を焼いた後、②につける。

④③のシイタケを薄切りにして①と混ぜ、③の漬け汁とともにあえる。

１人分の栄養価
エネルギー 18kcal たんぱく質 2.1ｇ

脂質 0.3ｇ カルシウム 27mg

鉄分 1.1mg 塩分 0.7g

材料（４人分）
ホウレン草…………………200ｇ

生シイタケ…………………８枚

　　ユズ果汁 ……………大さじ１

Ａ　だし汁…………………大さじ１

　　しょうゆ ………………大さじ１

ホウレン草と焼きキノコのユズあえは副菜です。主食と
主菜を組み合わせるとバランスのよい献立になります。
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編集 こぼれ話

掛け声響かせ
元気に豆まき
　前箱田町では２月３日、稲荷神社で節分祭を開催
しました。地域の風習を伝え、住民の触れ合いを深
めるために毎年行われている行事で、三世代約100
人が参加。年男・年女の小学生が中心となって豆や
菓子をまくと、ことし１年の福をつかもうと、みん
な一生懸命に手を伸ばしていました。

三世代が集まり
楽しく交流

富士見町石井一区

前箱田町

　富士見町石井一区では２月６日、住民センターで
文化祭を開催。写真や絵など日ごろの成果が展示さ
れたほか、芸能発表やもちつきが行われました。輪
投げ大会では、投げ終わった子どもたちがお年寄り
を応援。真剣な面持ちで放った輪が棒に入ると拍手
が起こり、みんなニコニコ顔になりました。

　表紙を取材。いろいろな種
類のたこが風に舞う様子を見
て、小さいころの自分を思い
出しました。実は、これまで
一度も、上手にたこ揚げをで
きたことがないわたし。将来
子どもが生まれたら教えられ
るように、久しぶりに遊んで
みようかな。（高）

表紙の案内

　天まで上がれ─。
２月５日、敷島公園
河川緑地で、上州空
っ風凧

たこ

揚げ大会in前
橋を開催しました。
観客の大きな声援の
後押しで、畳25.5枚
分の大だこは、空に
舞い上がりました。

近藤　詩
し

文
ふみ

ちゃん（２歳・天川原町二丁目）

大木　晴
はる

仁
ひと

ちゃん
（２歳・駒形町）

深津　
月
つき
乃
の
ちゃん

（２歳
・富田

町）

近藤　和
かず

歩
ほ

ちゃん
（２歳・天川原町二丁目））

鹿沼　晴
はる

光
みつ

ちゃん（２歳・上大島町）

木島　優
ゆ

空
ら

ちゃん
（２歳・下新田町）

・第１・３火曜　・午後２時～４時
・元総社公民館　・会員数10人
・代表者／久保カオルさん☎251-3817

　みんなでお互いに学び合いながら、墨の濃淡です
べてを表す水墨画を描いています。筆の先まで神経
を集中して書き出す瞬間の緊張感は格別ですね。

妙墨会




